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＜ハリケーンシーズン到来＞ 

 これからヒューストンに暑い夏が訪れますが、それと同時にハリケーン

シーズンも始まりを告げます。毎年6月1日から11月30日までがハリケーン

シーズンとされており、中でも8月中旬から10月中旬頃が最盛期と言われて

います。ヒューストン近郊にハリケーンが上陸した場合には大きな被害を受

ける可能性があり、水や電気といったライフラインが長期間に亘り機能しな

くなる恐れがあります。ハリケーンは襲来を予測することが困難な自然災害

ではありますが、いざ上陸した場合に備え、日頃から事前に十分な準備を

しておくことが非常に大切になります。ここではハリケーンに関する基本情

報や過去にあった被害を振り返り、事前準備の重要性について述べさせて

いただきます。 

＜ハリケーンの基礎知識＞ 

 米国では熱帯低気圧を最大風速に応じて分類しており、最大風速が時

速39-73マイルに発達したものをTropical Storm（熱帯暴風雨）と呼び、時速

74マイル以上のものをハリケーンとしています。さらにハリケーンは風速の

強さに応じてカテゴリー１から5までの5段階に分類され、カテゴリー3以上を

Major Hurricane（大型ハリケーン）と呼んでいます。日本の台風の強さと比

較すると、Tropical Storm は「台風」に相当し、ハリケーンのカテゴリー1は

「強い台風」、カテゴリー2は「非常に強い台風」、カテゴリー3以上は「猛烈

な台風」に相当します。 

 大西洋側の Tropical Storm とハリケーンの発生数は過去平均14個です

が、昨年は18個と平均を上回り、今年は17個と予想されています。毎年発

生順にアルファベット順で名前が命名されていきます。 

＜ハリケーンによる被害＞ 

 昨年、台風2号にあたるハリケーンBerylが7月8日にテキサス州に上陸し、

北上を続けてヒューストンのすぐ西側を通過しました。Berylはカテゴリー1

の勢力だったにも関わらず、ヒューストンは危険半円（Dirty Zone）と呼ばれ

るハリケーン進行方向の右側（東側）に位置したため、想像をはるかに上回

る数の倒木により2百万件を超える大規模な停電が発生しました。その被

害範囲の大きさから復旧に時間が掛かり、1週間以上停電が続いた地域も

ありました。テキサス州での死者数は45人に上り、倒木の下敷きや冠水に

よる車中での溺死といった直接的な要因に加え、停電による熱中症といっ

た間接的な被害もありました。 

 また、2017年にはカテゴリー4の大型ハリケーンHarveyが上陸し、米国観

測史上最大の降水量を記録し、ヒューストンの1/3が水没、13百万人と家屋

13.5万軒が被災、1百万台の車両損壊、死者103名という甚大な被害をもた

らしました。Harveyによる被害総額は米国の記録上2番目の規模となる

1,525億ドルにも上るものでした。 

＜ハリケーンへの備え＞ 

 事前準備で一番重要なものとして飲料水や生活水の確保が挙げられま

す。断水にならなくても浄水場の被害によりBoil Water Noticeが出るケース

も想定されるため、十分な飲料水を用意しておくことが必要です。その他、

缶詰等の食料や、簡単な調理ができる卓上ガスコンロ、携帯電話の充電

器、洗い物が不要な紙コップや紙皿等も準備しておきたいものです。また、

ガソリンスタンドの閉鎖等で自動車の給油が困難になるため、事前にガソリ

ンを満タンにしておくことも重要です。その他、商工会ホームページの「安

全・危機管理情報ページ」ではハリケーン関連情報の入手先、具体的にど

のような準備が必要か、Harvey体験談等が収められていますのでご参照

頂ければと思います。 

 ハリケーンが近付いてきて暴風雨が始まってからの外出や移動は倒木や

冠水といった危険を伴いますので、余裕を持って事前にしっかり準備を進

めて頂ければ幸いです。 

2. 発電に利用する燃料そのものをCO2を排出しない水素などに変えてし

まう方法(水素焚ガスタービン) 

 もう一つの解決策が水素焚ガスタービンの採用です。水素は炭素(C）を

含まない気体であり、これを燃焼しても一切CO2は排出されません。また、

このシステムでは燃料をガスタービンに供給して電気を作るという仕組み

は同じなので、発電所自体は従来型の発電所と似たようなプラント構成と

なります。ただ、水素は天然ガスと比較して燃焼速度が速いため水素焚に

適したガスタービンの開発が必要となります。中小型(数十MWクラス)は水

素100%燃焼の商用化ができる状況となっており、大型発電所向けのガス

タービン(数百MWクラス)も水素を天然ガスと混焼して発電するプラントも

商用化されています。この水素焚ガスタービンに利用される水素は例えば

再生エネルギーの電力を利用して製造されることになりますが、再生エネ

ルギーはご存知の通り需要にあった電力量を柔軟に提供することができ

ないため、水素という形でエネルギーを貯留して電力需要にあわせて水

素をガスタービンで燃焼するというメリットがあります。米国ユタ州ではすで

に余剰再生エネルギーを利用して水素を作り、電力が不足する時期に水

素を混焼するガス火力発電所で発電するプロジェクトの建設が進められて

います (図4）。 

 今回は大型の発電設備のCO2削減の取り組みを紹介しました。CO2排

出量が少ない再生エネルギーを今後さらに増やしてゆくことは脱炭素の

観点では重要なことですが、電力がいつでも必要な時に利用するために

は、CO2排出量を低減する幅広い解決策をもつことが重要となっていま

す。  

▲図4 米国ユタ州で進められているプロジェクト。水素は地下岩塩空洞に貯留

される。(DOE Webサイトより) 

(米国三菱重工業 SVP 早川 洋平) 

（安全・危機管理特命理事 竹原 優） 

▼ハリケーンBerylによる倒木 

どうすればクリーンな電気を増やすことができるのか 

                        （５ページ続き） 

https://www.jbahouston.org/emrgency
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